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はじめに

　平成 28 年度産地活性化総合対策事業のうち「花き日持ち性向上対策実証事業」の実施
にあたりましては、全国各地の生産者、卸売市場、仲卸及び小売店の皆様に格段のご協力
をいただき、無事取りまとめることができました。（一社）日本花き生産協会を代表して、
心から御礼申し上げます。
　総務省の家計調査によると、2016 年の一世帯当たりの切り花消費金額は、9,316 円と過
去最低になりました。また、国産切り花の生産量も平成 8 年をピークに減少を続け、平成
26 年には、凡そ 30 年ぶりに 40 億本を割り込みました。
　このような状況の中で、我が国の多様で高品質な花きを可能な限り新鮮でかつ美しい状
態で消費者 ･ 実需者にお届けし、できるだけ長く楽しんでいただくために、当協会は、（一
社）ＪＦＴＤと協力して、花きの日持ち性向上対策に取り組みました。
　まず、科学的根拠に基づいて日持ち性の管理を改善するため、花きの生産及び流通の現
場での実用可能性に重点を置いた試験研究の推進を支援するとともに、現状の課題を把握
するために、産地から小売店及び消費者までの一貫した流通実証試験を実施しました。そ
の結果、いくつかの新たな事実が明らかになりました。また、事業を推進する中で、生産
者から、花きの日持ちは、採花以降の管理だけでなく、生産段階からの取り組みが必要と
の意見が出され、まず、全国の産地の日持ち性管理技術の底上げに取り組むこととし、研
究者と協力して、輪ぎく、スプレーぎく、ばら、カーネーションの 4 品目について日持ち
性向上生産管理基準を取りまとめました。さらに、複数の県で、この生産管理基準に基づ
く実証試験を実施しました。
　このマニュアルは、これらの取組みの成果を取りまとめたものです。花きの生産、流通、
販売の関係者、研究行政等関係機関など幅広く花き産業にかかわる皆様にご活用願えれば
幸いです。

　　平成 29 年 3 月末日
一般社団法人日本花き生産協会

会 長　久家　源一





目　次

Ⅰ．平成28年度日持ち性向上対策実証事業の実施概要…………………………………… 1

Ⅱ．研究グループの成果の紹介……………………………………………………………… 3

Ⅲ．日持ち試験結果について

　１　夏期日持ち試験結果の概要…………………………………………………………… 12

　２　秋期日持ち試験結果の概要…………………………………………………………… 24

　３　環境制御実証試験結果の概要………………………………………………………… 28

　４　鉢物日持ち性実証試験結果の概要…………………………………………………… 37

Ⅳ．花き日持ち性に関する産地実態調査の結果概要……………………………………… 43

Ⅴ．日持ち性向上生産管理基準の策定と活用……………………………………………… 44

Ⅵ．量販店・ホームセンターおよび葬祭業者が求める花の規格・品質に
　　　関する調査結果概要…………………………………………………………………… 68

Ⅶ．日持ち性向上対策セミナー開催の概要………………………………………………… 70

【参考資料１】花き日持ち性に関する産地実態調査

　１　切花の個人及び団体の調査…………………………………………………………… 71

　２　鉢物の調査……………………………………………………………………………… 79

【参考資料２】

　量販店・ホームセンターおよび葬祭業者が求める
　　花の規格・品質に関する調査結果（ヒアリングサマリー）…………………………… 84





1

Ⅰ．平成28年度日持ち性向上対策実証事業の実施概要

１．事業の推進組織

（１）検討委員会の設置
　　・学識経験者等10名の委員により、事業方針を検討・決定する
　　　　　　　　　　　　　　（座長：腰岡政二日本大学生物資源科学部教授）
（２）分野別ワーキンググループの設置
　　①　研究グループ（リーダー：稲本勝彦農研機構野菜花き研究部門ユニット長）
　　②　生産流通実証グループ（リーダー：宇田明花作り研究所代表）
　　③　販売実証グループ（リーダー：都倉進一 J FTD常務理事）　

２．事業の具体的実施内容

（１）研究グループ関係
　　・６月～７月に研究計画の公募を実施し、審査の結果18機関（農研機構、大学、都道府県農試）

の18研究テーマを採択
　　・12月８日及び９日に中間報告会、２月21日及び22日に成果報告会を開催
　　・研究成果は取りまとめて印刷し、関係者に配布して活用を図る

（２）生産・流通実証ワーキンググループ関係
　　①　切花の夏期・秋期の日持ち実証試験
　　・各段階で基本的な日持ち性対策を施し、生産地から小売店までの一貫した実証試験を全国規

模で実施
　　・夏期の実証試験は、８月26日及び９月26日の２回実施
　　・秋期の実証試験は11月25日に実施
　　・洋らんの夏期・冬期の日持ち試験、前処理剤の比較実証試験を実施

　　②　鉢物の日持ち試験方法の試行と検討
　　・鉢物の日持ち試験方法を開発するため、鉢物の日持ちの終了時点を確定することにポイント

を置いた調査を実施。22品目について２市場で実施

　　③　日持ち性に関する産地実態調査
　　・日本花き生産協会会員事務局を通じ、産地の出荷団体・個人別、花きの品目別に日持ち性向

上対策の実態調査を実施。日持ち性向上対策の基礎資料とする

　　④　品目別「日持ち性向上生産管理基準」の策定と認定の準備
　　・日本花き生産協会の部会で日持ち性に関し市場・販売店・消費者から信頼が得られる高品質
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な花きの生産管理基準を策定し、普及実践に努める
　　・第1段階として、輪ぎく、スプレーぎく、ばら、カーネーションの切花４品目について生産

管理基準を策定
　　・鉢物・洋らんの生産管理基準案について、研究者等による検討会で検討を開始
　　・この生産管理基準を有効なものとするために、生産協会の認証制度を検討
　　・今年度は「スプレーぎく」について、２県で認定の試行を実施

（３）販売実証グループ関係
　　①　JFTDは日持ち性向上に組織的に取り組み、順次全国での指導・検査体制を整備。お客様

へのサービス向上のため、日持ち保証販売等の全国的な普及を目指す
　　・小売店の人材を認証する方式とする方向で検討中。日持ち性向上に関する研修を実施し、認

証試験で一定の成績を収めた者に（……コンシェルジュ（仮称））といった資格を与える。
今年度中に専門家による検討会を開催し、研修プログラムの開発に着手。来年度にテキスト
開発と認証の実施を開始する計画

　　②　JFTD会員店に対するアンケート調査（JFTD白書調査）と、量販店や葬祭事業者等に対
する訪問調査を実施

　　③　夏期・秋期の日持ち性実証試験では、実証試験実施生花店を選定。生花店は、試験花材に
ついて通常販売するとともに、自店において日持ち日数の確認を行う。11月の第3回目の実
証は、消費者モニターによる日持ち試験及び日持ち保証販売を実施する。また、仲卸による
遠隔地輸送及び花店での日持ち調査を実施する

（４）日持ち性向上セミナーの開催
　　・日持ち性向上対策の普及と実践を図るため、生産者・市場・仲卸・小売店や都道府県・ＪＡ

などの関係機関の関係者を対象としてセミナーを開催
　　・第１回目は８月25日に東京都で開催。その後、10月19日静岡、10月26日大阪、11月16日

仙台、2月1日福岡で開催。また、洋らん日持ち性向上セミナーを1月26日に名古屋市で開
催した

（５）広報・普及関係
　　①　生産協会ホームページ改修による広報体制の強化　　　
　　②　消費者への日持ち性を啓発するキャラクターやロゴ等を作成
　　③　事業成果の普及を図るためのマニュアル、ＰＲ用パンフレット等の作成　　　　



3

• •

Ⅱ
．

研
究

グ
ル

ー
プ

の
成

果
の

紹
介



4

0510152025

+

()

05101520

_
_

_
_

04812



5

05101520253035

051015202530



6

051015

02468101214

0

02468101214

0

12

17

0

12

17



7

02468101214

0
15

0
15

02040608010
0

0
1
5

0
1
5



8

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

1.
4

(g)

9
3

ST
S+

ST
S+

+

• ••



9

05101520 ()

9
2

5,
6

4.
5

50
%

4.
1

+
6.
8

10
0%

4.
9

3.
3

0%
3.
1

5.
5

50
%

4.
3

3.
3

0%
3.
0

5.
4

38
%

4.
0

3.
3

0%
3.
0

+
3.
5

0%
3.
0



10

ST
S

ST
S

7.
2

12
.3

ST
S+

4.
5

6.
5

26
.2

34
.4



11

 

• • • •



12

Ⅲ．日持ち実証試験結果について

【 試験の目的 】

　産地から卸売市場、花店まで一貫した日持ち性実証試験に取組み、将来の日持ち性保証販売に

向けて各段階の課題を摘出し、問題意識を共有して改善を図るための基礎資料を得ることを目的

とする。

１．夏期日持ち試験結果の概要

（１）試験方法
　【 １回目試験（８月 26 日市場出荷） 】
　　①　参加市場

７市場（仙花、大田花き、フラワーオークションジャパン（以下 FAJ という。）、第一花き、
するが花き、なにわ花いちば、福岡花市場）

　　②　調査品目
10 品目（輪ぎく、スプレーぎく、カーネーション、バラ、ユリ、グラジオラス、トルコギキョ
ウ、ガーベラ、グロリオサ、ひまわり）

　　③　試験方法
　　・品目毎に産地を決め、品目当り１～５品種を８月 26 日に市場に入荷するように採花し、通

常の輸送ルートで市場に出荷する。輸送容器（乾式、湿式）の試験も設定。各品目の１品種
についてデータロガー（自動温湿度計測器）を添付して温湿度の変化を測定。

　　・各市場から原則として５花店に配分して、花店で日持ち試験を実施する。
　　　また、大田花き、FAJ、なにわ花いちばでは市場の試験室で日持ち試験を実施。

　【 ２回目試験（９月 26 日市場出荷） 】
　　①　参加市場　１回目と同じ７市場
　　②　調査品目　10 品目と１回目と同じ品目数だが、ユリとひまわりをダリアとりんどうに変

更。
　　③　試験方法　９月 26 日に市場に入荷するように採花し出荷。一部市場で仲卸事業者を経由

して花店に配分。その他は１回目と同様に実施。

（２）試験結果概要
　　①　花店の日持ち試験は、消費者目線での日持ち日数調査と観賞開始と終了時の写真撮影をお

願いした。その結果では、品目毎に市場の日持ち試験室（25℃、湿度 60％、1,000 ルックス
12 時間日長）の結果に近いものが多かったが、花店ごとの日持ち判定の差異もあることが
伺われた（第１～４表参照）。



13

　　②　乾式・湿式別に、品目別の平均日持ち日数を花店及び市場試験室のデータを第５表に整理
した。花店の日持ち日数の分散が大きく、品種別その他種々の要因があるものと思われるが、
品目平均値で見ると多くの品目で花店の乾式湿式別平均値と市場試験室の乾湿別平均値が近
似している。

　　　　花店、市場ともに大部分の品目で乾式・湿式で大きな差がなかった。

　　③　産地出荷から花店までの花きの流通段階での温度変化が日持ちに与える影響について、品
目別に流通段階で最も高温になったケースを 6 品目について温度変化と日持ち日数について
第１図に整理した。この結果、産地出荷時点、市場到着時点、市場から花店に引渡す時点、
花店に移送時点、花店水揚げ時点に温度が高くなっていることがわかる。各段階で、このよ
うな時点の温度管理について留意する必要がある。
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試験期間：2016/8/26～9/9　　

産地 品目 品種 等階級 輸送 日持ち平均

愛知県 輪菊 精の一世 秀Ｌ 乾式横箱 15.0
愛知県 輪菊 精の一世 秀Ｌ 湿式縦箱（水容器はＥＬＦ） 15.0
群馬県 バラ サムライ ７０ｃｍ ＥＬＦ 15.0

Ｆ 群馬県 バラ ピンクレディブル！ ７０ｃｍ ＥＬＦ 15.0
群馬県 バラ アドバンス ７０ｃｍ ＥＬＦ 15.0
群馬県 バラ ラソーレ ７０ｃｍ ＥＬＦ 13.0

Ａ 群馬県 バラ レオニダス ７０ｃｍ ＥＬＦ 6.6
新潟県 ユリ シベリア 秀5輪～7輪 乾式横箱 14.0
新潟県 ユリ シベリア 秀5輪～7輪 湿式縦箱 13.3

Ｊ 新潟県 ユリ シェイラ 秀5輪～7輪 乾式横箱 12.0
新潟県 ユリ シェイラ 秀5輪～7輪 湿式縦箱 12.0
埼玉県 ＬＡユリ シピオーネ 秀70ｃｍ 乾式横箱 12.0
埼玉県 ＬＡユリ シピオーネ 秀70ｃｍ ＥＬＦ 12.0
埼玉県 ＬＡユリ ロイヤルトリニティー 秀70ｃｍ 乾式横箱 12.0
埼玉県 ＬＡユリ インディアンダイアモン 秀70ｃｍ ＥＬＦ 10.8
茨城県 グラジオラス シマロサ 秀 乾式横箱 8.8
茨城県 グラジオラス シマロサ 秀 ＥＬＦ 7.2
茨城県 グラジオラス マグマ 秀 乾式横箱 7.0
茨城県 グラジオラス マグマ 秀 ＥＬＦ 7.2
愛知県 スプレーギク セイエーゲ 秀２Ｌ 乾式横箱 14.0
愛知県 スプレーギク セイエーゲ 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0
愛知県 スプレーギク セイオプティ 秀２Ｌ 乾式横箱 12.2

大 愛知県 スプレーギク セイオプティ 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0
愛知県 スプレーギク セイリボル 秀２Ｌ 乾式横箱 14.0
愛知県 スプレーギク セイリボル 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0

田 群馬県 バラ アヴァランチェ ６０ｃｍ 湿式縦箱 6.6
群馬県 バラ スイートアヴァランチェ ６０ｃｍ 湿式縦箱 8.2
群馬県 バラ ブルジョア ６０ｃｍ 湿式縦箱 4.0

花 群馬県 バラ サムライ０８ ６０ｃｍ 湿式縦箱 11.0
群馬県 バラ ゴールドダッシュ ６０ｃｍ 湿式縦箱 10.2
高知県 グロリオサ サザンウインド 乾式横箱 8.0

き 高知県 グロリオサ サザンウインド 湿式縦箱 6.8
千葉県 ヒマワリ サンリッチレモン 秀90cm 乾式横箱 10.4
千葉県 ヒマワリ サンリッチレモン 秀90cm 湿式縦箱 11.0
千葉県 ヒマワリ サンリッチオレンジ４５ 秀90cm 乾式横箱 9.0
千葉県 ヒマワリ サンリッチオレンジ４５ 秀90cm 湿式縦箱 11.0
長野県 カーネーション マステル 秀60cm 乾式横箱 11.8
長野県 カーネーション モモカ 秀60cm 乾式横箱 13.0

な 愛媛県 バラ サムライ 秀60cm 湿式縦箱 14.2
愛媛県 バラ カルビデューム 秀60cm 湿式縦箱 15.0

に 愛媛県 バラ ソラーレ 秀60cm 湿式縦箱 15.0
愛媛県 バラ リメンブｒンス 秀60cm 湿式縦箱 15.0

わ 静岡県 ガーベラ マルビーナ 秀２Ｌ 湿式縦箱 12.0
静岡県 ガーベラ バナナ 秀２Ｌ 湿式縦箱 13.0

花 静岡県 ガーベラ ローラ 秀２Ｌ 湿式縦箱 7.2
静岡県 ガーベラ チェレキ 秀２Ｌ 湿式縦箱 15.0

い 静岡県 ガーベラ ビーバー 秀２Ｌ 湿式縦箱 12.2
長野県 トルコギキョウ 仙丈の夏 秀70ｃｍ 湿式縦箱 15.0

ち 長野県 トルコギキョウ 仙丈の華 秀70ｃｍ 湿式縦箱 15.0
長野県 トルコギキョウ アースイエロー 秀70ｃｍ 湿式縦箱 15.0

ば 長野県 トルコギキョウ 雫 秀70ｃｍ 湿式縦箱 11.0
長野県 トルコギキョウ 新雪合戦 秀70ｃｍ 湿式縦箱 13.0

第２表　卸売市場日持ち試験結果一覧 （第１回目）
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試験期間：2016/9/26～10/10　　
産地 品目 品種 等階級 輸送 日持ち平均
愛知県 輪菊 精の一世 秀Ｌ 乾式横箱 15.0
愛知県 輪菊 精の一世 秀Ｌ 湿式 15.0
群馬県 バラ サムライ08 60ｃｍ ＥＬＦ 15.0

Ｆ 群馬県 バラ アプラディル 60ｃｍ ＥＬＦ 2.4
群馬県 バラ ティネケ 60ｃｍ ＥＬＦ 9.8
群馬県 バラ ソラーレ 60ｃｍ ＥＬＦ 8.6

Ａ 群馬県 バラ マナナ 60ｃｍ ＥＬＦ 8.2
山形県 ダリア 黒蝶 乾式 7.4
山形県 ダリア 熱唱 湿式縦箱 4.6

Ｊ 茨城県 グラジオラス シュガーベイブ 秀 乾式横箱 5.8
茨城県 グラジオラス シュガーベイブ 秀 湿式 4.6
茨城県 グラジオラス マグマ 秀 乾式横箱 7.8
茨城県 グラジオラス マグマ 秀 湿式 7.0
山形県 トルコキキョウ リン 秀70ｃｍ 乾式 15.0
山形県 トルコキキョウ リン 秀70ｃｍ ＥＬＦ 14.0
山形県 トルコキキョウ パティオラベンダー 秀70ｃｍ 乾式 14.0
山形県 トルコキキョウ パティオラベンダー 秀70ｃｍ ＥＬＦ 14.4
山形県 トルコキキョウ 海ほのか 秀70ｃｍ 乾式 13.4
山形県 トルコキキョウ 海ほのか 秀70ｃｍ ＥＬＦ 13.2
静岡県 スプレーギク セイエーゲ 秀２Ｌ 乾式横箱 14.0
静岡県 スプレーギク セイエーゲ 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0
静岡県 スプレーギク セイリムー 秀２Ｌ 乾式横箱 9.2

大 静岡県 スプレーギク セイリムー 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0
静岡県 スプレーギク セイソリア 秀２Ｌ 乾式横箱 14.0
静岡県 スプレーギク セイソリア 秀２Ｌ 湿式縦箱 14.0

田 愛知県 ディスバッドマム ダンテ 乾式横箱 13.4
愛知県 ディスバッドマム ダンテ 湿式縦箱 14.0
愛知県 ディスバッドマム ダンテイエロー 乾式横箱 14.0

花 愛知県 ディスバッドマム ダンテイエロー 湿式縦箱 14.0
静岡県 バラ ベイブ 秀５０ｃｍ 乾式横箱 8.0
静岡県 バラ ベイブ 秀５０ｃｍ 湿式縦箱 8.0
静岡県 バラ ミスティックサラ 秀５０ｃｍ 乾式横箱 6.5

き 静岡県 バラ ミスティックサラ 秀５０ｃｍ 湿式縦箱 5.4
静岡県 バラ サムライ０８ 秀５０ｃｍ 乾式横箱 2.0
静岡県 バラ サムライ０８ 秀５０ｃｍ 湿式縦箱 7.0
静岡県 バラ スイートアヴァランチェ 秀５０ｃｍ 乾式横箱 7.2
静岡県 バラ スイートアヴァランチェ 秀５０ｃｍ 湿式縦箱 8.4
高知県 グロリオサ サザンウインド 秀２Ｌ 乾式横箱 8.0
高知県 グロリオサ サザンウインド 秀２Ｌ 湿式縦箱 4.4
長野県 カーネーション アメリカーノ 秀60cm 乾式横箱 8.0
長野県 カーネーション アメリカーノ 秀60cm 湿式縦箱 8.0
長野県 カーネーション シルクロード 秀60cm 乾式横箱 11.8
長野県 カーネーション シルクロード 秀60cm 湿式縦箱 12.2
長野県 カーネーション クレオス 秀60cm 乾式横箱 10.4
長野県 カーネーション クレオス 秀60cm 湿式縦箱 13.0

な 愛媛県 バラ サムライ 秀60cm 湿式縦箱 11.0
愛媛県 バラ ピンクレディブル 秀60cm 湿式縦箱 11.0

に 愛媛県 バラ アヴァランチェ 秀60cm 湿式縦箱 12.2
愛媛県 バラ ソラーレ 秀60cm 湿式縦箱 9.8

わ 愛媛県 バラ カルビデューム 秀60cm 湿式縦箱 11.0
静岡県 ガーベラ マルビーナ 秀２Ｌ 乾式横箱 6.8

花 静岡県 ガーベラ マルビーナ 秀２Ｌ 湿式縦箱 6.0
静岡県 ガーベラ バナナ 秀２Ｌ 乾式横箱 11.0

い 静岡県 ガーベラ バナナ 秀２Ｌ 湿式縦箱 11.0
静岡県 ガーベラ ローラ 秀２Ｌ 乾式横箱 7.2

ち 静岡県 ガーベラ ローラ 秀２Ｌ 湿式縦箱 7.2
静岡県 ガーベラ チェレキ 秀２Ｌ 乾式横箱 11.0

ば 静岡県 ガーベラ チェレキ 秀２Ｌ 湿式縦箱 11.0
静岡県 ガーベラ メトレッセ 秀２Ｌ 乾式横箱 11.0
静岡県 ガーベラ チェレキ 秀２Ｌ 乾式横箱 11.0
岩手県 リンドウ 安代の輝き 秀８0ｃｍ 乾式横箱 15.0
岩手県 リンドウ 安代の輝き 秀８0ｃｍ 湿式縦箱 15.0
岩手県 リンドウ オータムブライダルアジロ 秀８0ｃｍ 乾式横箱 15.0
岩手県 リンドウ オータムブライダルアジロ 秀８0ｃｍ 湿式縦箱 15.0

第４表　卸売市場花持ち試験結果一覧 （第２回目）
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第1回実証実験

【乾式】日持ち日数別花店数と平均日持ち日数（花店到着日～観賞期間終了）

日持ち
日数

輪ぎく
スプレー

ぎく
ガーベ

ラ
カーネー
ションST

カーネー
ション

ユリ LAユリ
グラジ
オラス

グロリ
オサ

ひまわり

6日 2 1
7日 1 1 3
8日 7 2 2 3 1
9日 5 1 3

10日 9 3 1 4 3
11日 8 1 3 1 5 3 2
12日 2 4 7 1
13日 1 2 9 2 3 3 4 3 2 3
14日 8 6 2 2 3
15日 1 5 2 2 1 3 1
16日 2 10 2 1
17日 2 4 3 1
18日 5 2 2
19日 2 3
20日 5
21日 3 1
22日 2 4
23日 1
24日 2
25日 1
26日 1 1
28日 1
29日 2
31日 2
33日 1

平均 19.8日 18.9日 12.3日 11.1日 12.5日 11.6日 10.8日 14.0日 10.1日 12.6日

【湿式】日持ち日数別花店数と平均日持ち日数 市場日持ち試験室試験結果

ELF 湿式
ソフト

バケット 市場名 品目 容器 品種数
平均日持
ち日数

5日 2 FAJ 乾式 1 15.0日

6日 6 湿式 1 15.0日

7日 3 1 バラ ELF 5 12.9日

8日 10 1 3 乾式 2 13.0日

9日 7 1 2 2 湿式 2 12.7日

10日 9 5 3 2 乾式 2 11.2日

11日 2 3 8 1 湿式 2 11.4日

12日 4 5 2 乾式 2 7.9日

13日 4 7 4 5 ELF 2 7.2日

14日 1 9 9 大田 スプレー 乾式 3 13.4日

15日 2 4 1 3 花き ぎく 湿式 3 12.3日

16日 5 1 2 5 ディスバ 乾式 2 13.7日

17日 1 1 3 ッドマム 湿式 2 14.0日

18日 1 2 1 乾式 4 5.9日

19日 1 湿式 4 7.2日

20日 2 1 乾式 2 9.7日

21日 2 3 湿式 2 10.6日

22日 1 乾式 1 8.0日

24日 2 湿式 1 6.8日

28日 1 なにわ花 ばら 湿式 4 14.8日

平均 11.2日 13.0日 11.8日 14.9日 いちば
カーネー
ション

湿式 2 12.3日

トルコギ
キョウ

乾式 5 13.8日

ガーベラ 乾式 5 11.9日

日持ち
日数

バラ
トルコ

ギキョウ

輪ぎく

グラジオ
ラス

ユリ

LAユリ

バラ

ひまわり

グロリ
オサ

（注）ELFとは黒いリターナブル湿式輸送バケットのこと。
　　ソフトバケットとは段ボールの中に、水が入ったプラ
　　スチック容器やビニール袋を設置した湿式輸送容器。

第５表　容器別品目別日持ち日数
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第２回実証実験
  日持ち日数別花店数と平均日持ち日数（花店到着日～観賞期間終了）

輪ぎく
ガーベ

ラ
カーネー
ション

グラジオ
ラス

リンドウ

乾式 乾式 乾式 乾式 乾式 乾式 湿式 乾式 湿式 乾式 湿式

7日 1 1
8日 4 3
9日 3

10日 4 2 1
11日 6 2 1 1
12日 7 6 1 2
13日 5 3 1 1 1 2
14日 7 4 2 1
15日 9 10 1 1 2 1
16日 2 1 2 1 2
17日 3 1 2 2 3 1 1
18日 1 3 3 1
19日 1 1 1 2
20日 1
21日 3
22日 1
23日 1 2 2
24日 1 2 1 2
25日 1 2
26日 6 3
27日 1
28日 2 1 5 2
29日 1 3
32日 1 2
35日 1
44日 1

平均 23.3日 12.5日 14.4日 10.8日 22.2日 22.6日 22.6日 21.1日 19.4日 18.0日 13.3日
（注）グロリオサの乾式は、１店舗で44日と長い日持ち結果があり、平均値が長くなっている。

ダリア

湿式 ELF
ソフト

バケット
ELF 乾式 湿式

5日 1 1
6日 1 4
7日 4 6
8日 4 3 2
9日 8 11 1 1 2

10日 3 1 6
11日 2 2 2 4 1
12日 2 2 1 5 2
13日 4 1 3 1
14日 7 3 6 1
15日 14 3 8 1
16日 4 1
17日 9 1 1
18日 1
19日 1 2
20日 1
24日 1
35日 1

平均 13.7日 11.1日 13.9日 12.4日 11.1日 7.9日

ディスバットマム グロリオサ

日持ち
日数

バラ

日持ち
日数

トルコキギョウ

スプレーぎく
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市場日持ち試験室試験結果

市場名 品目 容器 品種数
平均日持
ち日数

FAJ 乾式 1 15.0日

湿式 1 15.0日

バラ ELF 5 8.8日

乾式 1 7.4日

湿式 1 4.6日

乾式 3 14.1日

ELF 3 13.9日

乾式 2 6.8日

湿式 2 5.8日

大田花き 乾式 3 12.4日

湿式 3 14.0日

乾式 2 13.7日

湿式 2 14.0日

乾式 4 5.9日

湿式 4 7.2日

乾式 1 8.0日

湿式 1 4.4日

なにわ花 バラ 湿式 5 11.0日

いちば かーネー 乾式 3 10.1日

ション 湿式 3 11.0日

乾式 5 9.4日

湿式 5 10.0日

乾式 2 15.0日

湿式 2 15.0日

ガーベラ

リンドウ

スプレー
マム

ディスバ
トマム

バラ

グロリ
オサ

トルコ
ギキョウ

グラジオ
ラス

輪ぎく

ダリア
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第１図　品目別高温事例の流通段階温度の推移
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２．秋期日持ち試験結果の概要

（１）試験方法
　【 第３回目試験（11月25日市場出荷） 】
　　①　参加市場　１回目・２回目と同じ次の７市場経由で実施

仙花、大田花き、フラワーオークションジャパン、第一花き、するが花き、なにわ花いちば、
福岡花市場（市場名は略称表記）

　　②　調査品目　
10 品目（輪ぎく、スプレーぎく、カーネーション、バラ、トルコギキョウ、ガーベラ、グ
ロリオサ、ダリア、ディスバッドマム、チューリップ）

　　③　試験方法
　　・品目ごとに産地を決め、1 品目当たり 1 ～ 5 品種を選び、11 月 25 日のせり日に合わせて採

花し、通常の輸送ルートで市場に出荷する。一部の品目は産地の都合により 11 月 28 日以後
の出荷が行われた。品目によって、輸送容器別（乾式、湿式 ) の試験も行った。原則各品目
の 1 品種についてデータロガーを生産地から花店まで添付して温湿度の変化による切花の日
持ち性の影響度合いの測定を行った。

　　・今回、仲卸事業者から地方転送の品目についても試験を行い、FAJ 経由の品目について、
仲卸のハナ・マーケット東京と京橋花きの協力の下、地方転送を行っている 5 店舗について、
新たに試験を行った。

　　④　消費者モニターと日持ち保証販売の取り組み試験
　　・第 1 回目と第 2 回目の試験においては、最終観察場所を花店舗内としたが、第 3 回目におい

ては、各花店より消費者にお願いをして、花店から実際に購入をした後の家庭内という条件
での日持ち試験を行った。任意での取組みとなり、一部の花店より報告の画像を送っても
らった。

（２）試験結果概要
　　　11月末という切花にとっては条件の良い時期であったところから、輪ぎく、スプレーぎく

などは、1か月以上の観賞期間を保ち、バラについても2週間以上優に観賞を保ったという報
告が多くあった。
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①　消費者モニターからの画像

　　〈例１〉　仙花／宮城県A花店　品目:白スプレーぎく「ヒラリ」

　　　　　　　開始日　11/25　　　　　　　　　　 　　観賞終了日　12/28

　　　　　　仙花／宮城県A花店　品目:赤バラ「サムライ」

　　　　　　　開始日　11/28　　　　　　　　　 　　　観賞終了日　12/19

　　〈例２〉　FAJ／川崎市B花店　品目:白バラ「アドバンス」

　　　　　　　開始日　11/25　　　　　　　　　 　　　観賞終了日　12/21
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　　　　　　FAJ／川崎市B花店　品目:ピンクストック「アイアンチェリー」

　　　　　　　開始日　11/25　　　　　　　　　　　　観賞終了日　12/9

　　〈例３〉　仲卸経由地方転送（空輸）

　　　　　ハナ・マーケット東京／旭川市C花店　品目:紫トルコギキョウ「アンジュラベンダー」

　　　　　　　開始日　11/26　　　　　　　　　　　　観賞終了日　12/5

　　　　　ハナ・マーケット東京／旭川市C花店　品目:白ストック「アイアンホワイト」

　　　　　　　開始日　11/26　　　　　　　　　　　　観賞終了日　12/5
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　　②　日持ち保証販売への実験的取り組み
　　　　今回実証試験に取り組んでもらった花店に、可能な範囲で日持ち保証販売にも実験的に取り組

んで頂いた。今回2店の画像を紹介する。
　　　　任意での取り組みであったため、その方法については花店の考え方で実行されたが、1店は普

段から日持ち保証販売に積極的に取り組んでおり、もう1店も対象となる品目が限定されている
ので、何ら抵抗なく実施したとの報告があった。今回は生産地からのトレサビリティー情報カー
ドの添付により、小売店は採花日を把握出来ているので、お客様に対して特に自信を持ってアピー
ル出来たとの感想であった。

　　③　日持ち性向上に向けての小売店での対応
　　　　切花における日持ちについては、多くの研究機関や大手市場の日持ち試験室での実験等から、

同一品目の同一品種については、季節での差異は生じるものの、ある程度の日持ち目安日数が打
ち出されている。小売店が市場で仕入れてから、通常の水揚げをし、適切な後処理剤の使用と清
潔な環境であれば、日持ちにそれ程大きな差異は生じないとという結果となった。今回3回の実
証試験において、生産地から小売店までの輸送条件は、市場毎ほぼ同じであるにも関わらず、あ
る花店においてはどの品目においても、日持ち日数が他店に比較して特に長かったという結果が
出ている。当該店はキーパーを導入していないが、店内の温度は夏場一定の温度をキープしてお
り、8月でも人間にはかなり肌寒さを感じる21度に設定していた。ヒートショックを避ける一つ
の方法論ではある。またこの花店は切花にとってストレスが発生しない温度管理を常に心掛けて
いると共に、キーパーを設置していないこともあり、仕入れた花を短期間に売り切ることを念頭
に置き営業されている。

するが花き経由/静岡県D花店 大田花き経由/大田区E花店
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３．環境制御実証試験結果の概要

試験の目的

　本試験では、生産地から切花を出荷後、流通の各段階において、目標の設定温度との誤差が少ない
環境を人工的に作り、より正確な条件下で流通のシミュレーションをおこなうことにより、それぞれ
の流通条件の組み合わせごとに、各品目の日持ち試験の標準的な結果を示すことを目的としている。
　また、本試験では、市場から生花店までの流通期間および生花店での販売期間を設定している。
今までの日持ち試験では、これらの期間が省略されている場合が多く、おこなったとしても、今回
のような大きな規模での正確なシミュレーションはおそらく例がない。
　本試験で得られたデータは、今後の日持ち保証販売に役立つものと考える。

試験方法

① 1生産者、1品種で180本用意　3種類の出荷容器で荷造り
② 産地からは通常の便で出荷（出荷から市場まで6～10時間）
③ 市場に到着してすぐに2種類の温度帯の保管庫にて管理→②のスタートから約48h
④ 水揚げ処理をして、3種類の温度帯の保管庫にて管理→96h
⑤ FAJ花保ち試験室にて、日持ち試験

1回の試験につき18試験区（ユリは乾式のみ6試験区）
各試験区10本（日持ち試験は5本×2花瓶）

⑤の日持ち試験期間中は、通常のチェック、写真撮影に加え、週3回生体重の計測をおこなう

試験期間中、データロガーによる温度計測をおこなう

供試品目・試験実施スケジュール

３．環境制御実証試験結果の概要
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試験結果概要                                        
 
品目別試験結果概要 
 
【バラ（STD）】 品種：ブロッサムピンク 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  

 
②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  

 
特記事項： 
（一部にボトリチスの発生が見られ、結果に影響が出たものがあった。） 
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【カーネーション（STD）】 品種：マーロ 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  

 
 
②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  
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【トルコギキョウ】 品種：ロベラピンク 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  

 
 
②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  
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【リンギク】 品種：神馬 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  
 

②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  
 
特記事項： 
（ダニの影響を受け、日持ち終了まで試験を続けることができなかったが、試験を終了させる 11 日目
までは外観に試験区ごとの差はなく、すべての試験区で順調に開花し、葉の状態なども問題は見られな
かった。） 
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【ガーベラ】 品種：ローラ 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  
 

②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  
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【アルストロメリア】 品種：レモン 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  
 
②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 0 0 0  
 
（流通段階のシミュレーション期間中に葉の黄化が進み、日持ち試験開始時にすでに観賞期間を終了し
ているものもあった。） 
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【スプレーマム】 品種：セイヒラリー 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  
 

②生体重の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
特記事項： 
（日持ち試験開始から15日目以降に、ダニの影響が出始めたために観賞期間を終了したものもあった。） 
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【ＬＡユリ】 品種：クプレ 
①日持ち日数と温度時間値・積算温度 
 
 
 
 
 
 
 

1 + 2  

 

②生体重の変化            
 
 
 

 
 

 
 

5  
 

0 0 0  

0  

 
 
試験結果のまとめ 
今回の試験は、生産地から切花を出荷後、流通の各段階において、目標の設定温度との誤差が少ない

環境を人工的に作り、より正確な条件下で流通のシミュレーションをおこなうことにより、それぞれの
流通条件の組み合わせごとに、各品目の日持ち試験の標準的な結果を示すことを目的としておこなった。
特に、流通段階（市場から生花店までの流通期間および生花店での販売期間）の温度時間値を制御し、
日持ち日数との関係に注目した試験をおこなっている。 
今までの日持ち試験では、市場から生花店までの流通期間および生花店での販売期間が省略されてい

る場合が多く、今回のような大きな規模での正確なシミュレーションはおそらく例がない。本試験の結
果は、これらの期間を設定した、現時点で前例のない唯一のものである。したがって、サンプル数の少
なさやサンプルの品質揃えの限界、環境制御の精度についての課題もある。今後も各品目の標準的な日
持ち結果の精度を高める為に、各品目の日持ち試験の標準的な結果を蓄積する環境制御試験を繰り返す
必要がある。 
また、全国で様々な環境でおこなわれる日持ち試験の結果と比較することで、“満足な日持ちを得る

ための、流通段階の温度時間値の目安（限界）”、などがわかってくる可能性があり、過去の試験結果や
今後おこなわれる試験の結果を有効に利用でき、流通の課題の洗い出しが可能になると考える。 
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（４）土壌水分計測器（PFメータ）と簡易土壌水分計を用いた鉢物試験 
水遣り管理基準作成に関する報告 

 
１）目的 
 鉢物試験における水遣り管理基準作成のため、土壌水分計測器（PFメーター、画像１）と簡易土壌水
分計（ドイツ製、オランダウェブジャパン社よりサンプル提供、画像２）を用いて、その可能性に関す
る調査を行った。 

 
画像１ 鉢に差し込んだ状態の PF ﾒｰﾀｰ 画像２ 簡易土壌水分計の表示部分 
 
２）検討内容 
（１）土壌水分計測器を用いた水遣り管理基準の可能性 
（２）簡易土壌水分計を用いた水遣り管理基準の可能性（最終目標） 
 
３）確認事項 
（１）土壌水分計測器の指示値の安定性・信用性 
（２）土壌水分計測器指示値と簡易土壌水分計表示の一致性 
（３）簡易土壌水分計の表示の安定性 
 
４）調査方法 
土壌水分計測器と簡易土壌水分計を同じ鉢に挿し込み、調査日毎に土壌水分計の指示値と簡易土壌水
分計の表示部分の画像撮影並びに土表面画像の撮影を行うと共に、土壌水分計測器指示値 2.0 での水遣
り管理を行った。 
 
５）結果 
（１）土壌水分計測器指示値の安定性・信用性 
土壌水分計測器の指示値は、土の種類によってその指示値にばらつきがみられため、一定の指示値
を目安にしての共通の水遣り管理は現時点では困難であると思われた。しかし、本調査で実施した指
示値 2.0 での水遣り管理では、水切れを生じたのは１例のみであったことから、指示値を目安にして
の水遣り管理の可能性は残されていると考えられた。 
指示値が安定し、信用性が高いと思われたのは、土壌間隙の少ない粘土質の多い土であり、逆に信
用性が低いのは、バーク堆肥やピートモスの土壌間隙の多い土であった。 
（２）土壌水分計測器指示値と簡易土壌水分計表示の一致性と安定性 
  土壌水分計測器の指示値が上昇（乾燥に向かう）するに従い、簡易土壌水分計の表示部分の表示色
が薄く（乾燥に向かう）なり、ある程度の一致性は確認できることから簡易土壌水分計も土の水分状
態の一定のは握には役立つことが判った。しかし、土の種類によっては、一端表示が薄くなった後に、
水遣りしていないにも関わらず、表示が濃くなる（水があることを示す）などや、同じ土、同じ指示
値でありながら簡易土壌水分計の表示が異なる場面もあり、一致性と安定性の点では問題が残ること
から、現時点でそのまま鉢物試験での水遣り管理に用いることは難しいと考えられた。 

 

（４）土壌水分計測器（PFメータ）と簡易土壌水分計を用いた鉢物試験水遣り管理基準作成に
　　関する報告
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６）結論 
 土壌水分計測器と簡易土壌水分計を用いた水遣り管理基準の作成を目的に調査を行ったが、両アイテ
ム共に土の種類によって、その指示値や表示内容に対する信用性を損なう場面や同じ指示値でありなが
ら、土の種類が異なると簡易土壌水分計の表示内容が異なるなど、鉢物試験共通の水遣り管理基準に用
いることは、両アイテムとも現時点では困難であると考えられる。しかし、土の種類毎や生産者毎にこ
れら土壌水分計を用いた指示値と土の水分状態等の傾向をは握し、個々の水分管理表や補正値等の作成
を行うことで、水遣り管理に利用可能な部分があると考えられる。 
また、簡易土壌水分計は、試験で使用することは難しいが、消費者等が鉢物の水分状態確認の一つの
目安として利用するには十分な機能を持っていると思われた。 
なお、土壌水分計測器の指示値を用いての水遣り管理については、土毎の指示値の作成、土を選ばな
い土壌水分計測器の開発や小型化などが行われればその可能性は増すと考えられる。 
 
７）試験担当者のまとめ 
（１） 土壌水分計測器（PFメーター）に関して 
① メリット 
ア 水遣り後の土の加湿状態から乾燥するまでの状態が針の動きで確認が一応できる。 
イ 複数回の使用に対応できる。 
② デメリット 
ア 表示値の信用性には疑問が残る 
土の種類によって、その信頼度が異なると思われ、針の表示値をそのまま信用しての試験として
の水遣り等は現状は難しい。 

イ 土容量の少ない小型の鉢（４寸未満）での使用は、測定のために必要な土の深さが不足するため、
使用する鉢の大きさが制限される。 

ウ メーターを差し込むための穴を掘る必要性があり、その際、根を必ず傷める。 
 
（２） 簡易土壌水分計に関して 
① メリット 
ア 水遣り後の土の加湿状態から乾燥するまでの状態が一応表示により確認できる。 
イ 土容量の少ない小型の鉢にも使用できる。 
ウ 土にラベルを差し込むのと同じように使用でき、根を傷める心配が少ない。 
② デメリット 

 ア PF メーターの表示と毎回同じ表示とならない場合があり、表示の信用度に疑問が残る。 
 イ 複数回の使用には対応できない可能性が高い。 
 ウ 色の濃淡での判断となるため表示内容の判別が難しい場合がある。 
 エ PF メーターと同じく、土の種類により、その表示の信用度が異なると考えられる。 
 オ 使用開始時に水分計の表示部分への水の浸透に時間を要する場合があり、直ぐに使用できない場
合がある。 
 
 
                   豊明花き株式会社 
                   株式会社フラワーオークションジャパン 
                          


